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南
米
大
陸
の
北
西
部
に
位
置
す
る
コ
ロ

ン
ビ
ア
共
和
国
。
人
口
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
い

で
南
米
第
2
位
の
４
７
７
０
万
人
。
国
土
面

積
は
１
１
４
万
㎢
（
日
本
の
約
３
倍
）
と
広

大
で
、
高
度
３
０
０
０
ｍ
級
の
山
岳
地
域
か

ら
年
間
の
平
均
気
温
が
24
℃
以
上
の
平
地

ま
で
気
候
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

り
、
カ
リ
ブ
海
的
な
乾
季
・
雨
季
を
持
つ
。

コ
ー
ヒ
ー
豆
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
輸
入
品
目

の
約
6
割
を
占
め
て
い
た
が
、現
在
は
石
油・

石
炭
の
輸
出
も
伸
び
て
い
る
。

元
来
、
貿
易
や
経
済
支
援
を
米
国
に
頼

っ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
対
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）
は
２
０
１
２
年
４
月
に

発
効
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
80
％
の
関
税

は
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
16
年
以
降
は

関
税
ゼ
ロ
に
移
行
す
る
。

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
稲
作
は
、

平
野
部
か
ら
冷
涼
地
ま
で
の
多
様
な
気
候

に
よ
り
、
周
年
栽
培
が
行
な
わ
れ
、
毎
月
ど

こ
か
の
圃
場
で
実
り
の
季
節
を
迎
え
て
い

る
。主
に
手
作
業
に
よ
る
伝
統
的
な
手
法
で
、

多
く
の
農
業
者
が
コ
メ
づ
く
り
に
励
ん
で

き
た
。
そ
こ
へ
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
低
コ

ス
ト
の
コ
メ
づ
く
り
が
迫
ら
れ
る
事
態
が

訪
れ
た
の
で
あ
る
。

図
１
に
２
０
１
１
年
の
１
ha
当
た
り
の

月
別
収
量
を
示
し
た
。
５
８
０
０
～
７
１
０

０
㎏
／
ha
と
い
う
変
動
幅
を
抑
え
る
こ
と

が
現
状
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
地
域
に
よ

っ
て
、
土
地
改
良
や
機
械
化
、
品
種
の
普
及

に
差
が
あ
る
も
の
の
、
約
３
割
は
耕
さ
ず
に

手
で
播
種
し
て
い
る
の
が
現
状
で
、
天
候
の

影
響
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
お
天
道
様
頼
み

の
稲
作
な
の
だ
。

技
術
革
新
を
進
め
よ
う
に
も
、
コ
ロ
ン

ビ
ア
に
は
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
も
、
農
業
を

支
援
す
る
会
社
も
、
業
界
団
体
も
な
い
。
そ

こ
で
、設
立
さ
れ
た
の
が
フ
ェ
デ
ア
ロ
ス（
Ｆ

Ｅ
Ｄ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
）と
い
う
組
織
で
あ
る
。

全
農
家
が
生
産
量
の
０
．
５
％
出
資
を
法
律

に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
、
肥
料
や
種
の
販

売
か
ら
農
業
機
械
の
リ
ー
ス
、
さ
ら
に
は
技

術
指
導
ま
で
を
一
手
に
引
き
受
け
る
。

そ
の
傘
下
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
Ａ

Ｍ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
そ
の
目
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対
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
発
効
に
よ
る
変
化

稲作の技術革新と
その普及
～ＦＴＡ導入下の南米コロンビアの事例～

海外レポート

的
は
、
収
穫
量
を
増
や
す
と
同
時
に
コ
ス
ト

を
減
ら
す
た
め
に
、
作
物
管
理
技
術
を
最
長

6
年
の
期
間
で
、
環
境
に
最
も
影
響
を
与
え

な
い
形
で
導
入
す
る
こ
と
。
気
象
や
土
壌
分

析
な
ど
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
、
診
断
と
栽

培
計
画
を
立
て
る
シ
ス
テ
ム
が
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
医
者
の
よ
う

な
働
き
を
す
る
。

こ
の
手
法
は
米
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
実
績
が
あ
り
、
普
及
を
進

め
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
Ａ
Ｍ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
導
入
を
希
望
す
る
農
業
者
は
全

体
の
約
15
％
に
過
ぎ
な
い
。
５
つ
の
モ
デ
ル

地
域
で
先
行
し
て
導
入
し
、
約
８
割
に
ま
で

そ
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
る
べ
く
奮
闘
し
て

い
る
。

従
来
の
稲
作
の
や
り
方
か
ら
機
械
化
へ
、

そ
し
て
、
播
種
量
や
肥
料
の
削
減
、
農
薬
の

適
正
使
用
な
ど
新
し
い
技
術
の
導
入
に
は

慎
重
な
農
業
者
も
多
い
が
、
成
果
は
確
実
に

目
に
見
え
る
形
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

次
回
は
、
Ａ
Ｍ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
成
果
に
つ
い

て
報
告
す
る
。　
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図 2：�コロンビア国内でＡＭＴＥＣの
導入を推進している地域

図 1：コメの月別収穫量（2011 年）
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1伝統的な稲作の様子。等高線にそって畦をつくり、小区画の圃場で手作業によって播種から収穫まで行なう2ＡＭＴＥＣ（Adopcion Masiva de 
Tecnologia）プロジェクトを導入した稲作圃場。機械化が進み、畦が真っ直ぐで大区画化が進んでいる3ディスクハローによる耕うん作業（ＲＡＳＴＲＡ）
の実演風景4心土破砕作業の様子5砕土整地作業は２回行なって有機物残渣を鋤き込む6レーザーを用いて高さを田面の高さ測定し、傾斜圃場での作業
計画を決める7タイパ（ＴＡＩＰＡ）という作業機で小さい畦をつくる8傾斜地形にも関わらず、以上の工程を経て均一に水が張られている9乾田直播
はドリルシーダーで播種作業を行なう�収穫は大型の汎用コンバインで行なわれ、トレーラーに排出する�ＡＭＴＥＣはソフトウェアによるパッケージで
導入され、農業者はパソコンから無料で利用できる
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